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出口　翔大

図1．轢死したニホンテンの胃内容物の一部．1マスは1㎝四方．
a) 哺乳類の体毛，b) ネズミ類または食虫類の足，c) 鳥類の羽毛，d) カエル類の足，e) 膜翅目の翅．

Fig.2. A part of stomach contents of the roadkilled Japanese Marten. 1cm squared grids.
a) body hair of mammals, b) foot of Apodemus sp, Microtus sp or Insectivora sp., c) bird feathers, d) foot of frog and e) 
wing of Hymenoptera spp.
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　ヌマツボ科ミジンツボ属は，殻が微小で目を持たな
い貝類の一群である（Kuroda & habe, 1954）．同属と
同定されるものは東北から九州にかけての日本各地の
鍾乳洞内の水路や河川間隙水，井戸水，伏流水などに
生息することが知られている（Kuroda ＆ Habe, 1957; 
Habe, 1961, 1965，増田・内山，2004）が，北陸地方
からの記録は少なく（Kuroda ＆ Habe, 1957），福井
県内からの記録は全くない（福井県自然環境保全調
査研究会編，1998，福井県安全環境部自然環境課編，
2016）．著者は，2014年12月25日に敦賀市北東部に位
置する深山の北側斜面にある廃坑においてミジンツボ
属の貝類の生息を確認し、その後2015年3月12日に本
種を採取した．これは福井県初の記録である．その重
要性を鑑み，ここに報告する．

ミジンツボの一種　Akiyoshia sp.
敦賀市，3exs., 12-Ⅲ-2015，藤野勇馬採集

　ミジンツボ属の生息を確認した深山北側斜面の中腹
には，南北150ｍ，東西300ｍほどの範囲にマンガン
を採掘していたとされる廃坑が10数か所現存してい
る．その多くは崩落が進んでいるものの，一部の廃坑
は今でも進入が可能で，坑内にはコキクガシラコウモ
リRhinolophus cornutusやメクラチビゴムシTrechiama 

sp.などの洞穴性・地下間隙性生物が生息している（藤
野，未発表）．ミジンツボ属の生息が確認された坑道
はそれらの中で最も西側に位置し，幅約1m，高さ約
1.5m，奥行き約15mの細長い直方体型をしており，坑
道の幅いっぱいに水路が流れている．この水路は最奥
部の崩落堆積物下方から湧きだし，坑口から5mほど
の地点で再び地中に潜る．年間を通して安定した環境
となっており，水深は最も深い下流部で約6cm，水温
は約13℃でほぼ変化しない．

敦賀市深山の廃坑においてミジンツボ属Akiyoshiaの貝類を発見
藤野　勇馬*

A record of Akioshia sp. in Miyama, Tsuruga city.
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（要旨）　敦賀市北東部にある廃坑において2015年3月12日にミジンツボ属の淡水貝類Akiyoshia sp. を採集し
た．これは県内初の記録である．
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　ミジンツボ属は水路全域に生息しており，礫や堆積
物の表面によくみられる．また，水流が穏やかな下
流部では水面下をはう様子も観察された．発見当初
から2018年現在に至るまで生息数は概して多く，特
に密度が高い最下流部では2cm四方ほどの範囲に11
個体がまとまって見られることもあった．なお，水
路内にはミジンツボ属に加えてメクラヨコエビ属
Pseudocrangonyxやメクラミズムシモドキ属Mackiniaな
どの地下水性甲殻類や，毛翅目Trichopteraや双翅目
Dipteraの幼虫などが生息していた．
　今回発見されたミジンツボ属の最大個体は殻長
1.7mm，殻径0.7mm，螺層数6で，既知種と比べて螺
層数が多く，未知の分類群である可能性もある．ただ
し，現在国内で11種が記載されているミジンツボ属の
貝類の中にはクルイミジンツボA. scalarisのように1個
体の標本のみで記載された種（Kuroda ＆ Habe, 1957; 
Habe, 1961）やイマムラミジンツボA. imamuraiのよ
うにタイプシリーズ以来採集されていない種（Habe, 
1961）もあり，分類学的に再検討が必要である．
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図2：ミジンツボ属生体
（敦賀市深山，30-Ⅺ-2018，藤野勇馬撮影）

図1：ミジンツボ属の生息する廃坑
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　サカグチトリノフンダマシParaplectana sakaguchii 
Uyemura, 1938は, コガネグモ科（Araneidae）に属し
ており，体長7～9mmでテントウムシに似た美しいク
モである．草原，樹林地の周辺，渓流沿いの林道など
で採集例が知られるものの（新海，2017），全国的に
採集記録の少ない稀産種であり（小野編，2009），こ
れまでに国内では青森県，山形県，群馬県，東京都，
神奈川県，長野県，三重県，兵庫県，和歌山県，鳥取
県，徳島県，愛媛県，高知県，福岡県，長崎県，熊本
県，宮崎県の1都16県で採集記録がある（新海ほか，
2018）．筆者は，福井市足羽山において本種を採集し
たので，福井県内における初記録として下記の通り報
告する．

サカグチトリノフンダマシ Paraplectana sakaguchii　
Uyemura, 1938　（図1）
福井市足羽山，1♀，4-Ⅵ-2018，梅村信哉採集
 
　採集したのは，足羽山の大塚山古墳（標高約116m）
の コ ナ ラQuercus serrata・ ソ ヨ ゴIlex pedunculosa林
内においてである．ソヨゴ，タカノツメGamblea 

innovansの木をビーティングしたところ本種が採集
された．採集した個体は，70％エタノールで固定し
て液浸標本とし，福井市自然史博物館に収蔵した

（FCMNH-Ar204）．この林では，その後も調査を続け
ているが，本種の追加記録は得られていない．
　本稿を取りまとめるにあたり，本種の同定について
ご教示いただくとともに，原稿をお読みいただき，有
益なご助言をいただいた追手門学院大学の加村隆英博
士に心より御礼申し上げる．

福井市足羽山におけるサカグチトリノフンダマシParaplectana sakaguchii 
Uyemura（クモ目）の採集記録

梅村　信哉*
 A record of Paraplectana sakaguchii Uyemura（Araneae）from Mt. Asuwa, Fukui City, Fukui Prefecture

Shinya UMEMURA*

（要旨）　2018年6月4日に福井市足羽山でサカグチトリノフンダマシ（1♀）を採集した．これは，福
井県内における本種の初記録である．
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A record of Paraplectana sakaguchii Uyemura（Araneae）
from Mt. Asuwa, Fukui City, Fukui Prefecture

Shinya UMEMURA

Abstract
One female of Paraplectana sakaguchii Uyemura, 1938 
was collected from Mt. Asuwa, Fukui City on 4th June, 
2018. This is the first record of this species from Fukui 
Prefecture..
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